
不登校児童生徒の

多様な学びを支えるために

阿南市 教育研究所



◆ 不登校の現状と課題

◆ 課題１の解決に向けて

･ふれあい学級の周知

･ふれあい学級運営体制の充実

◆ 課題２の解決に向けて

･阿南市及び阿南市周辺の居場所の把握と広報

◆ 今後の方向性

不登校児童生徒の多様な学びを支えるために ～概要～



299,048人 過去最多

不登校の現状と課題 全国･徳島県･阿南市

全国の不登校児童生徒数の推移【令和4年度】

（文部科学省「令和４年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要（令和５年10月４日）」より一部抜粋）
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令和4年度児童生徒の問題行動･不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

小学校 中学校

不登校の現状と課題 全国･徳島県･阿南市

1,565人

※ 文部科学省が行う、各年度の「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」を基に阿南市教育研究所にて作成



阿南市の不登校の現状 ～不登校児童生徒数の推移～

231人 247人136人

（「令和元年度～令和5年度 阿南市不登校状況実態調査」より）



●「ふれあい学級」を利用した児童生徒･･･････36人
（入級児童生徒12人＋仮入級児童生徒24人）

●フリースクール等を利用した児童生徒･･･････32人

合 計･･･････68人

不登校児童生徒
（30日以上の欠席）

＊病気やけが、事故等に
よる欠席を含む

フリースクールや
ふれあい学級を

利用した児童生徒

フリースクールや
ふれあい学級を

利用していない児童生徒

２４７人 ６８人 １７９人

100％ 27.5％ 72.5％

阿南市の不登校の現状 ～相談･居場所の活用状況～



不登校対策（居場所づくり）における課題

課題１ 不登校児童生徒の居場所である

「ふれあい学級」を周知し,

充実させるためにはどうしたらよい

か。

課題２ 不登校児童生徒に多様な居場所がある

ことを知らせるにはどうしたらよい



ふれあい学級 日課表 2024年度
月 火 水 木 金

9:20 出会いタイム1日の学習や活動の確認

9:30

がんばりタイム しっかり自分の力をつけよう！ （自主学習）

10:30
休 憩 連絡事項 清 掃

10:50

ふれあいタイム
創作活動･体育活動･調理実習･音楽活動･書道教室･茶道教室･ゲーム等

12:00 12:00 昼 食･昼休み
13:00 13:00～14:00

学 習･フリー

ふれあいタイム

【がんばりタイム】
スタディールームで

･学校からの課題
･自分で用意した問題集
･学級作成のプリント

【ふれあいタイム】
談話室で

･個々の活動
読書や絵を描くこと

･仲間とふれあう活動
音楽･調理･ｽﾎﾟｰﾂ等

･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力の育成
ゲーム等

･級外施設を利用した活動
体育や調理実習等

課題１ ふれあい学級の活動の周知①



課題１ ふれあい学級の活動の周知②



課題１ ふれあい学級の周知 ＜情報ツールの活用･HPの整備＞

より魅力的な情報発信を
情報ツール活用により「ふれあい学級」の周知を図る

eとくしま財団によるHPの整備

ふれあい学級
HPの充実

県教育委員会
総合教育センター

阿南市の
公式LINEページ

市教委
教育研究所HP

○ふれあい学級はこんなところ
○ふれあい学級の日課
○活動内容や活動の様子
○入退級の手順
○教育相談

市こども支援課
その他関係機関



課題１ ふれあい学級の充実 ＜運営体制＞

曜日 相談業務 学習支援 支援員数

月 9:00～16:00 9:20～12:00 ２人

火～木 9:00～16:00 9:20～14:00 ３人

金 9:00～16:00 9:20～12:00 ２人

支援員の勤務体制 勤務時間8：30～16：30

学習支援 …学習指導/活動計画/教材準備
相談業務 …電話相談･訪問相談･見学者案内と説明
そ の 他 …保護者や在籍校との連絡･他の相談窓口の紹介

不登校対策連絡協議会の開催 他

【柔軟な対応の必要性】

･朝早く登級する児童生徒

･月/金曜日の訪問相談や

見学

･時間外相談(16:30以降)



市町村人 教室人（教育支援ｾﾝﾀｰ）
1 徳島市 すだち学級
2 鳴門市 うずしお学級
３ 小松島･勝浦町･上勝町 はなみずき学級

４ 阿南市 ふれあい学級
５ 吉野川市 つつじ学級
６ 阿波市 阿波市教育支援ｾﾝﾀｰ
７ 美馬市 みまっ子教室
８ 三好市･東みよし町 そよかぜ学級
９ 石井町 わかば学級
10 藍住町 キャロッ子学級
11 松茂町 はぐくみ学級
12 北島町 ｽﾃｯﾌﾟきたじまっ子
13 上板町 あいっ子学級
14 板野町 こども家庭総合支援ｾﾝﾀｰ

参考となる取組
【徳島市】
教育研究所の大学院生派遣事業（県）
【阿波市】
正規教員配置による切れ目のない指導
【石井町】
SC常駐･県医療部会との連携
【板野町】
ライフサポート少年育成

＊事例に応じて個別に対応
フリースクールとの連携
鳴門市･上板町（情報交換･共有）

課題１ ふれあい学級の充実＜他市町教育支援センターと関係機関との連携に学ぶ＞



課題２ 多様な居場所を知らせるために ﾌﾘｰｽｸｰﾙ・学校訪問

放課後ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ ﾌﾘ-ｽｸｰﾙ～ステ～

にじいろ広場

べんざいてんのお家

トエック

われもこう



課題２ 多様な居場所～にじいろ広場～



多様な居場所 ～べんざいてんのお家～



多様な居場所 ～一般社団法人うみのこてらす フリースペース われもこう～

を低価格でご提供します。



多様な居場所 ～放課後等デイサービス 自然派ﾌﾘｰｽｸｰﾙ ～ステ～



多様な居場所 ～自然スクール トエック～



多様な居場所 ～市内及び近辺のフリースクール・学校～

フリースクール～ステ～

にじいろ広場

べんざいてんのお家

トエック

われもこう

あすきら
（R6.4 新設）



多様な居場所 ～子ども第三の居場所 あすきら～

「子ども第三の居場所 あすきら」
との連携

1 施設の共用
洋式トイレ･洗濯機

2 合同行事･活動
長期休業日中の調理実習等

3 教育相談
ふれあい学級配属の
スクールカウンセラーによる教育相談



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●教職員 児童生徒 保護者への情報共有を

情報ツール活用による不登校相談窓口の明確化



不登校相談窓口一覧
［不登校］学校に行きづらい･･･どこに相談したらいいでしょうか？

〈参考「徳島県教育委員会HP」〉

･学校内…校長･教頭･教務主任･生徒指導主事(主任)
学年主任･養護教諭･特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（SC)･関係学級担任

･ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（SSW) 富岡小・羽ノ浦小
･校内教育支援ｾﾝﾀｰ（羽ノ浦中設置あすなろ学級）

･阿南市教育支援教室ふれあい学級
富岡町今福寺40番地17 ℡ 0884-22-1250
相談時間 月～金 9:00～16:00

･阿南市教育研究所（阿南市役所5階）
℡ 0884-22-3395

県･市役所関係
･県南部こども女性相談ｾﾝﾀｰ ℡0884-22-7130
･阿南市教育委員会学校教育課 ℡0884-22-3390
･阿南市こども家庭局こども支援課 ℡0884-22-1677

・徳島県立総合教育ｾﾝﾀｰ 特別支援･相談課
板野町犬伏東谷1-7 ℡088-672-5200
https://www.tokushima-ec.ed.jp/tokusou
教育相談（電話・来所・メール・訪問による相談）

・ほっとｽﾍﾟｰｽあせび・ライフサポーター派遣

大学関係（詳細については個別にお問い合わせください。）
・鳴門教育大学 心理･教育相談室 （相談料金必要）
℡ 088-687-6622

・徳島大学 臨床心理相談室 （相談料金必要）
℡ 088-656-9849

・徳島文理大学 臨床心理相談室 （相談料金必要）
℡ 088-622-0072

フリースクール等
・徳島県不登校に関する児童生徒支援協議会と連携している
民間団体 ＊詳しくは県教委HPをご覧ください。

べんざいてんのお家/にじいろ広場/ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽわれもこう他
その他 自然派ﾌﾘｰｽｸｰﾙ～ｽﾃ～

学校内におけるサポート

学校外におけるサポート



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●教職員 児童生徒 保護者への情報共有を
＜不登校相談窓口一覧の掲載箇所＞

①阿南市HP…不登校に関する「あななん」の回答

②阿南市教育委員会HP･教育研究所HP

③阿南市公式LINE「子育て･教育」欄…

不登校等に関する項目の作成と

不登校相談窓口一覧 掲載

質問にお答えします！



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●「不登校生の居場所」様々な選択肢を

・不登校対策連絡協議会の工夫
必要な情報を教職員、不登校生、保護者へ



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●「不登校生の居場所」様々な選択肢を
＜不登校対策連絡協議会の工夫＞

5月17日
第1回不登校対策連絡協議会

＊ふれあい学級で開催



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●「不登校生の居場所」様々な選択肢を
＜不登校対策連絡協議会の工夫＞

8月22日
第２回不登校対策連絡協議会

演題/不登校の児童生徒とその保護者と

つながるための関わり方

講師/鳴門教育大学大学院 吉井 健治教授

＊関係機関との連携



今後の方向性 ～様々な選択肢を～

●教職員 児童生徒 保護者への情報共有を
情報ツール活用による不登校相談窓口の明確化

●「不登校生の居場所」様々な選択肢を
不登校対策連絡協議会の工夫
必要な情報を教職員、不登校生、保護者へ

阿南市のすべての子どもたちが
自分の居場所を見つけ 社会的に自立を


